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兵庫県知事に意見書を提出いたしました 会長　谷口　　弘

8 月26日に兵庫県知事あてに以下の意見書を提出しました。

意見書

知事は 7月 6日の会見で、新型コロナウイルスの流行を受けて国が支払うと決めた介
護職への慰労金について、全員を対象にした一律の支給は行わないと発表されました。
以降、関係団体など各種方面から厳しい意見が挙がっている情報も、県民誰もがネット
上で容易に確認ができる今日的な状況があります。
後日知事より軌道修正を発表していただき、国の二次補正予算に盛り込まれた今回の
慰労金の趣旨に鑑み、兵庫県としても適切な支給が実施されるものと安堵しております。
社会福祉士は多様な福祉サービス事業所で相談援助業務を担当しており、兵庫県内
11,000人以上の登録者が、介護職と共にサービス利用者の日常生活を支援しています。福
祉現場での感染拡大を防ぐための細かい配慮により感染リスクの高い福祉サービス利用
者の毎日の生活は維持されており、介護福祉士と同様に社会福祉士も福祉専門職として
利用者の命を守るために戦っているのが実情です。このことをご理解いただき二度と私
たち福祉専門職のモチベーションを削ぐような言動はしないでください。
福祉サービスは一部の人に限定されたニーズではなく、人間誰でも必要になる可能性
のあるものです。地域共生社会の実現のために、「市町村において、既存の相談支援等の
整備を行う、新たな事業及びその財源等の支援の規定を創設するとともに、関係法律の
規定の整備を行う」と、社会福祉士法等の一部を改正する法律に示されています。私た
ち福祉専門職は利用者が自分の住みたい地域で医療・福祉サービス等を利用しながらそ
の人らしい生活を続けられるよう多様な生活支援をする者です。地域共生社会の実現に
向けて各方面にご指導いただき、兵庫県に住まうすべての県民一人ひとりが自分が選択
した福祉サービス等を利用して自分らしい生活を実現できるように、県知事として各市
町で頑張っている福祉専門職を支えてくださいますようお願いいたします。
最後に、一般社団法人兵庫県社会福祉士会は、一般社団法人兵庫県介護福祉士会と共に、
一般社団法人兵庫県介護支援専門員協会・一般社団法人兵庫県精神保健福祉士協会・兵
庫県医療ソーシャルワーカー協会（ソーシャルワーカー関係 5団体）と協調しておりま
すことを申し添えます。
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■ 自然災害による中止及びその告知について
　　　研修開始の２時間前に研修開催場所に特別警報が発令された場合は、研修会を中止いたします。また、特別
警報の発令に関わらず、台風接近や自然災害の状況をみて、研修会をやむを得ず中止する場合がありますので
ご了承ください。

　　　基準等は、本会ホームページをご参照ください。　http://www.hacsw.or.jp/　

　　　研修開催の中止が決定した場合は、研修開始 2時間前に本会ホームページ、または本会ホームページ下部に
ある Facebook に掲載します。掲載がなければ開催するものとご理解ください。

■ 新型コロナウイルス対策による研修・イベント中止または延期について
　　　新型コロナウイルス感染症の状況を受け、研修・イベントについて開催直前に中止または延期の決定がなさ
れる場合があります。中止・延期の案内は本会ホームページまたは Facebook にて掲載いたします。お申し
込みくださった皆様には、急なご案内となりご迷惑をおかけしますが、研修等の参加の前には予めご確認いた
だくとともに、ご理解をいただきますようお願い申し上げます。

個別連絡は致しませんので、予めご了承いただきますようお願いいたします。
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神戸市に要請書を提出しました

さる 8月 3日、神戸市役所にて、兵庫県弁護士会、兵庫県精神福祉家族会連合会、兵庫県
精神保健福祉士協会、兵庫県医療ソーシャルワーカー協会、兵庫県精神医療人権センターな
らびに本会の 6団体で、先般発生した、神戸市西区所在の医療法人財団兵庫錦秀会神出病院
での虐待事案に対し、監督官庁である神戸市が適切に権限を行使し、外部専門家などによっ
て構成される第三者委員会の設置を含め、真相の究明及び再発防止のための適切な措置を執
るよう、要請致しました。

【要請の理由】
1　虐待は重大な人権侵害であること
マスコミ等の報道によると、この度の神出病院における虐待事案は、神出病院に勤務する
看護師等が患者である精神障害者に対し、わいせつな行為を行ったり、水をかけるなどの行
為を行ったとのことで、これらが事実であれば、性的虐待及び身体的虐待に該当しうるもの
であります。
このような障害者虐待に該当する行為は、障害者の権利を著しく侵害する重大な人権侵害
行為であり、到底看過されるべきものではなく、今後このようなことが決して生じないよう、
適切な措置が講じられなければなりません。
2　精神保健福祉法に基づく権限を積極的に行使すべき局面であること
本来、障害者に対する虐待が生じた場合、障害者虐待防止法に基づき、自治体が責任主体
となって再発防止に向けた必要な対応を行うことになりますが、精神科病院において生じた
虐待事案については、障害者虐待防止法の対象とされておりません。
もっとも、精神保健福祉法によれば、必要があると認める場合には報告徴収が可能であり、
同法36条違反が認められる場合には、改善命令等を行うことができる旨規定されております。
3　真相究明及び再発防止のための適切な措置を講じる必要があること
上述した通り、本件虐待事案は、被害者の人権を著しく侵害するものであり、さらに同様
事案の再発防止の観点からは、単に虐待を行った職員等に対し刑事処分を受けさせるだけで
は全く不十分であるといえます。
実際にどのようなことが起こり、それがどのような原因で生じたのか、その原因を解消す
るためにどのような取組を行うべきなのか、等の調査及び検討が適切に行われ、将来に向け
た対応がとられるよう助言等が行われなければなりません。
そのためには、神出病院ないし医療法人財団兵庫錦秀会内だけでの調査・検討にとどまらず、
これまでに障害福祉サービス提供事業者での虐待事案に対応し外部の専門家などを活用した
多数の経験を有する兵庫県の担当部局とも連携し、外部有識者などの第三者による意見が取
り入れられるような委員会を設置し、検証等がなされるべきと考えます。

報告

■　3　■



4　我々諸団体は必要な措置を講じるため協力可能であること
そこで、我々諸団体は、本件虐待事案が生じた神出病院の監督官庁である神戸市に対し、
前頁視点に基づき、真相究明及び再発防止に向けた適切な措置を講じるよう、本書をもって
要請いたします。
そして、我々諸団体としましては、第三者委員会委員への会員の派遣や、その他再発防止
のためのシステム構築などにおいて、可能な限り協力させて頂く所存です。

神戸市健康局　花田局長のコメント
・ 神出事件については、虐待事案ではなく犯罪行為であり、あってはならないことだと思っ
ております。

・ 6 回立ち入り調査を行いまして、30数名の職員に対しアンケートを行い、さらに立ち入り
調査の際にヒアリングも実施し、現在これらの内容を詳細に精査しているところです。 8
月中に一定の結論をだして、対応していきたいと考えています。

・ 従来の書類指導も行いますが、今後このような虐待事案の再発防止に向けまして、神戸市
内14病院を前倒しして実施して、患者さんや職員からのヒアリングを通常の倍の時間をか
けて実施していきたいと考えております。日程も少し伸ばしまして、再発防止に向けての
取り組みとして聞き取りを中心に実施しきます。

・ 精神保健福祉法と障害者虐待防止法がありますが、制度の欠陥があると考えています。病
院については、病院での虐待事案については通報義務もございませんし、我々、行政への
報告義務もありません。また、虐待を発見した際の通報義務もありません。

　 国にも虐待防止法の制度改正の要望もしていますが、我々はその改正を待つわけにはいか
ないと感じております。福祉施設でも通報をもって、虐待が発覚し介入していくことが私
の経験では多いです。書類で発覚することはありません。
・ 我々としては、国の制度改正を待っているわけにいきませんので、患者さんの命を守るた
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めに、神戸市ルールを策定して取り組んでいきたいと考えています。 1つは（今回のよう
な事案に対して）神戸市独自で14病院に対して報告するというルールを課すということ。
もう一つは公益通報制度の窓口が健康局になっていますので、公益通報制度を使って、病
院内での周知をおこなったり、あるいはチラシなどを用いたりして、周知を徹底し、同じ
ような事案について通報していただくようにしていくことを実施していきます。

・ この神戸市ルールの徹底を行い、これまでを虐待に対して話の入りにくかった病院自体の
制度的な欠陥を、神戸市のルールとして福祉施設と同じように、我々に報告や通報が入る
ようにし、抑止力を与えていき、早急に取り組んでいきたいと考えています。

・ 第三者委員会のお話がございましたが、私ども市民福祉調査委員会というものも持ってい
ます。その中に精神保健の専門部会にて、神戸市ルールや実地指導についての報告を行い、
検証をしていただき、さらに改善が必要であれば改善策を提案していただきたい。

・ 二度とこのようなことがないように、福祉施設並みにきちんとルールを守っていただくと
いうことを早急に取り組んでいきたいと思います。よろしくお願いいたします。

当日は、NHK、神戸新聞の記者も同行しており、後刻、ニュースや新聞で取り上げられました。

そして、 8月17日、神戸市は神出病院に対し、精神保健福祉法に基づく改善命令を出しました。
【概要】
⑴ 　管理者が責任をもって、風通しのよい組織風土を醸成し、患者の人権に配慮した適正な
処遇の確保及び処遇の改善のために必要な措置を講ずること。

⑵ 　看護職員による入院患者への暴力など、患者の人権を侵害する著しく不適切な行為が院
内で発生したことが明らかになった。二度とこのような事件の発生を許してはならず、早
急に具体的かつ抜本的な対策を講ずること。

⑶　入院患者の隔離について
 　隔離等の行動制限を行う場合は、法令に則り所定の手続きを行うなど、法令の遵守を徹
底すること。

また、 8月19日に、 6団体で、「神出病院虐待事案　神戸市への要請書提出の経過と今後
について」の会議を開催いたしました。
要請書に基づき『真相究明（被害者救済）』『第三者機関の設置』を継続的・重点的に求め
ていくという方向性を確認しました。『真相究明（被害者救済）』の部分については、「なぜ、
いつから、そこで何が行われたか」が示されないままです。真相究明のためには、『第三者
機関の設置』が必要であるが、「設置しない」と回答していることは要請書に対して何も示
さず応えていません。それがなぜなのかを問い、きちんとした回答を求めていきます。まず
は 8月末に神出病院から神戸市へ提出予定の改善計画内容を確認し、要請書内容をどう深め
て訴えるかを検討していきます。
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コロナ禍の影響を受け、本年度は集合研修が見送られてきたが、緊急事態宣言が明け、本研
修も予定より回数を減らして開催することとなり、 6月頃から研修の企画を再開した。開催
にあたっては、定員を会場定員の 3分の 1（グループワークを行う場合）の人数とした。
大きな会場を確保したため、定員自体は例年と変わらなかったが、募集を始めると、今まで
になく短時間で応募定員に達し、且つ、欠席者も 1名のみという状況で、県下の地域包括支
援センターの熱意や研修への期待が感じられた。
準備を進める中で、 7月頃より感染が再拡大し、本当に開催できるのだろうかという不安が
募った。集合研修での感染防止対策をどのように行うべきか、理事会、事務局で日々検討し、
他の団体の研修も参考にし、感染防止対策を定めていった。何をどこまで対策すればよいのか、
非常に悩む毎日であった。
最終的に行ったことは、具体的には、案内チラシや受講決定通知に感染防止対策についての
注意事項を記載し、当日は受付時に、検温⇒手指の消毒⇒健康チェックを行った。受講生に

開催日　　2020年 8 月18日（火）　　参加者　　38名
会　場　　姫路じばさんびる

地域包括支援センター職員の定着促進を目的に、兵庫県の委託を受けて開催している研修。
本年度は 4年目となる。複合的な問題を抱える高齢者やその家族を支援していくことが求めら
れる地域包括支援センターにおいて、「困難事例」に対応するには、個々の専門職としての力量
を向上させることはもちろん必要だが、それ以上にチームでアプローチすることがとても重要
であり、しかも実際に行うことが難しい、という地域包括支援センター支援委員会の実践に基
づいて、研修を企画している。
本年度は、「様々な『困難』に対応できるチームを考えよう」と題し、講義と演習からなる「共
通研修」、「困難事例を抱えたCMへの支援を考える」というテーマでの「演習①」、「精神疾患が
疑われる困難事例」をテーマにした「演習②」の3種類の研修を、それぞれ神戸会場、姫路会場
で開催する。
8月18日（火）の共通研修①は、本会が開催する本年度の集合研修の 1回目となった。

【研修概要】

【所感等】

報告者：加戸陽子（事務局 /地域包括支援センター支援委員会）

集合研修報告
「地域包括支援センター職員向け困難事例対応力向上研修」
共通研修①

報告
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は「健康チェックシート」を提出してもらった。兵庫県の『新型コロナウイルス追跡システム』
に研修を登録し、受講生に登録の協力を呼びかけた。荷物は床に置かず椅子の上に置いても
らうようにした。注意事項については、「お願い」として用紙にまとめ、個々に配布するとと
もに、研修前、昼食休憩前、終了後に細かく注意アナウンスを行った。全体共有（発表）時等、
マイクは使用者が変わるたびに消毒を行った。
また、スタッフだけでなく、受講生にも 1枚ずつフェイスシールドを配り、グループワーク
時に着用してもらった。フェイスシールドは装着すると、かなり暑く、光が反射して、快適
とは言えないものだが、受講生も協力して下さり、フェイスシールドをつけて、積極的にグルー
プでのワークに取り組み、意見交換を行っていた。
集合研修を開催してみて、受講生のグループワークでの盛り上がりや、研修終了後のすっき
りとした笑顔を見て、実際に顔を合わせて、同じ空気感を感じながらの研修は、やはり大切
だと改めて感じた。場の持つ力の大きさも感じた。昨年度までにはない、気を配りながらの、
不安を抱えながらの研修開催だったが、スタッフも「開催できてよかった。次もがんばろう！」
という充実感で満たされた。更に改善策を検討しながら、残りの研修も安全に充分配慮し、
実のある研修にしていきたい。

コロナ対策もしっかり 久しぶりの対面のグループワーク
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感染防止策を徹底すればするほど、受付に時間がかかり、運営スタッフの人手も必要となる。
厳しい残暑のなか、換気を繰り返すため、冷房も効きづらい。長時間マスクとフェイスシー
ルドをつけて講義をした講師の一人は「こんなに息苦しいものだとは……」と漏らした。
ただ、受講生がグループワークで描いたエコマップを見せ合いながら熱心に議論する姿や、
アンケートに寄せられた「命を守り、生き切るために、今できることがたくさんあるというこ
とを改めて考えた」という声に触れると、「対面研修を開催できてよかった」と感じる。今後
も感染防止に最大限留意する「新しい研修様式」を模索しながら、運営に取り組んでいきたい。

開催日　　2020年８月27日（木）　　参加者数　　46名
会　場　　兵庫県立姫路労働会館

「誰一人取り残さない避難」をめざして――。ケアマネジャーや相談支援専門員ら福祉専門職
を対象にした「防災対応力向上研修」が始まった。
受講者には高齢者施設で働く人々も多く、新型コロナウイルス対策については「考え得る感
染防止策にはすべて取り組む」という方針で臨んだ。
会場からサーモグラフィーを借りて、来場する受講者の体温をモニタリングしたほか、非接
触式の体温計を使って一人ひとり測定。当日の体調を尋ねる「健康チェックシート」を渡し、
それぞれ自分の筆記用具を使って記入してもらった。手指の消毒の徹底はもちろん、会場の換
気も 1～ 2時間ごとに繰り返した。
また、午後のグループワークでは、受講者にもフェイスシールドの着用を依頼し、受講者が
発言した際に使ったワイヤレスマイクは、その都度、除菌シートで拭き取るようにした。

◇
防災対応力向上研修は、本会が受託している「防災と福祉の連携による個別支援計画作成促進
事業」の一部で、今年度で3年目。兵庫県、人と防災未来センターと協力しながら取り組んでいる。
自力で避難することが難しい要支援者の命を救うには、あらかじめ地域で「災害時個別支援
計画」を作成しておくことが重要となる。研修では、要支援者の心身の状況や生活環境などを
熟知した福祉専門職が災害リスクを理解し、地域とともに個別支援計画を作り上げるスキルと
実践力を習得することをめざしている。
研修は今回の姫路会場をスタートに、11月にかけて養父、丹波、洲本など県内各地の10会場
で開催する予定となっている。

報告者：小坂　知博

2020年度　防災対応力向上研修＠姫路会場

フェイスシールドをつけてグループワーク 受付にてサーモグラフィーで検温

【研修・イベント概要】

【所感等】

報告
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　会員のみなさまから、おすすめの本・映画・グルメ（レシピ・お店）・文房具
などの紹介をしていただく「コロナなんかぶっ飛ばせ！私のイチ推し！」がスター
トしました。
　ふるっての投稿をお待ちしております！

下記のQRコードを読み取って、Webで投稿をお願いします！

【本・映画】 【レシピ】 【レストラン等】 【文房具などのグッズ】

★ おすすめポイント ★
　コロナで臨時休校となり、テンションが
ダダ下がりだった娘たちに作ったら大好評
でした。 分かりやすくて、簡単！ 小学生
でも作れますよ。

□ おすすめ本

● タイトル 神戸の給食レシピ
● 著者名 神戸市教育委員会
● ページ数 112
● 本の種類 レシピ本
● 発行年 2020年
● 出版社 京阪神エルマガジン社
● 概　要 神戸市の学校給食で提供されている料理のレシピ本。

会 員 番 号：　4 9 3 4 7

ペンネーム：　かかさん

コロナなんかぶっ飛ばせ企画
みなさんのおすすめを教えてください！
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★ おすすめポイント ★
　認知症キャラバン・メイトとして、トライやる・ウィークで職業体験に来た中学生や認知
症サポーター養成講座を受講される方に、認知症の話をどのように伝えたら良いかと思案に
暮れていた頃に出会った一冊です。 社会福祉士のみなさんが認知症について理解するための
本としてのおすすめというわけではなく、わかりやすく人に伝えるための参考になる本とい
う点でのおすすめです。子どもの読書感想文の題材にしても良いかも？発行年が 2011 年な
ので少し古いかもしれませんが…。笑いあり、涙ありの内容で、著者の優しさと愛にあふれ
る文章に微笑ましい思いがしました。 認知症キャラバン・メイトになったはいいけれど、寸
劇ばっかりしているなぁ…という方は一度ご一読ください。

□ おすすめ本

□ おすすめレシピ

● アイテム名 マスクバンド
● 紹介文 マスク生活で痛くなった耳を守るために・・・
● 出来上がりの目安 １個分
● 材料・分量 コットン毛糸　3g～ 5g／ボタン　15mm以上のものを2つ
 かぎ針　３～５号／とじ針
● 作り方 『あむゆーず』というホームページのポームのマスクバンド
  （https://www.amuuse.jp/recipe/AMU-735.pdf）を参考に作りまし

た。 編み図が載っていますので、見てみてください。

会員番号：　4 0 0 1 2

氏　　名：　胡中　智礼

会員番号：　2 4 7 0 2

氏　　名：　永田　三輪

★コツやポイント★
　マスクバンドや、マスク留
めと検索すると色々と出てき
ます。長く続くマスク生活で
耳の後ろが痛くなっていませ
んか？編み物が苦手な方には、
縫う方法や、工作する方法、マ
ジックテープやゼムクリップ
や輪ゴムを活用する方法、な
ど色々あります。まだまだ続
くマスク生活・・・できるだけ、
快適に過ごしましょう♪

● タイトル おばあちゃんが、ぼけた。
● 著者名 村瀬　孝生
● ページ数 173
● 本の種類 単行本
● 発行年 2011年
● 出版社 イースト・プレス
● 概　要  混沌をおそれず、この1冊でぼけを丸ごと学ぼう !「ぼけ

の可笑しさ、不思議さ、怖さ、美しさを通して、私たち
は人間といういのちの限りない深みに触れるのです」―。
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研修委員会

研修委員会

委 員 会
報 告 ❶

<委員会内容>
研修委員会では、生涯研修センター（基礎
研修課程）に協力するとともに、社会福祉士
としての専門性や資質の向上、ストレスケア
等を目的に、幅広い研鑽の機会を企画運営し
ています。また、会員交流事業として、納涼
会や忘年会の開催にも協力しています。特に
今年度は、新型コロナウイルスの影響で対面
での研修や交流が困難な状況にありますが、
だからこそすべきこと、今できることを考
え、オンライン化等にも力を入れています。
今後の研修としては、10月 3 日に本会会員
で臨床美術士の土井貞美さんが講師の『クリ
ニカルアート（臨床美術）講座』、11月～12
月に関西学院大学の池埜聡先生による『マイ

ンドフルネス基礎講座』、11月～ 1月に『福
祉専門ゼミナール（通称：こうのとりゼミ）
後期講座』などを開催予定です。皆様のご参
加を心よりお待ちしています。
なお、研修委員会では、企画立案や運営に
力を貸していただける仲間を随時募集してい
ます。現在はZoomを利用したオンライン会
議を月 1回実施していますので、通信環境さ
えあれば、世界中どこからでも出席可能で
す。少しでも興味のある方は、本会事務局あ
てに委員会見学申込書を送信のうえ、まずは
見学からお気軽にご参加ください。

委員長　石田香緒里

委 員 会
報 告 ❷

災害支援委員会は、県内外の自然災害等に
対し、職能団体としてソーシャルワークを生
かした専門的な支援を行っています。近畿ブ
ロック共催事業として、「災害支援活動者養
成研修（認証研修）」および「福祉専門職対
象防災対応力向上研修（県委託）」等への協
力を行い、災害支援を行える人材の育成に取
り組んでいます。また、災害発生に備えて、
2か月に1回の定例委員会を開催し、災害支援
のマニュアルやガイドラインの策定等につい
て検討を行っています。
ぜひ、災害支援の経験がある方や災害支援
に関心がある方は、各種研修への参加ととも
に、委員会へのご参加をお待ちしています。
委員会への参加は事務局までご連絡ください。

<各種研修への協力>
 災害支援活動者養成研修（認証研修）11月
27日（金）～28日（土）／大阪（予定）
 福祉専門職対象防災対応力向上研修（県委
託）8月～11月（10回）／募集中

<定例委員会>
 偶数月の第1火曜日（19時～21時）次回以
降10月6日（火）、12月1日（火）

委員長　岡 本 和 久災害支援委員会
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　当ブロックでは 2か月に 1回役員会を開催するとともに、地域部会の活動を中心に、会員の交
流や学習の場所作りを推進していましたが、現在、新型コロナの影響で集合を避ける必要がある
ことから、ブロック活動に影響が生じています。今後の動向をみながらオンラインを活用するなど、
ブロック活動を徐々に再開させていく予定です。

【役員会および研修を開催しました。】
　☆ 9月16日　オンラインによる役員会開催予定

　☆ブロック学習会
　　10月 2 日　19：00～20：30　
　　テーマ「新型コロナの影響とマインドフルネス」講師：関西学院大学　池埜先生
　　 マインドフルネスによるセルフケアや新たなソーシャルワークへの展望について最新の研究
や実践等について、オンラインにて学習会を開催しました。

　☆10月 3 日　クリニカルアート（臨床美術）講座
　　 認知症の症状改善から始まったクリニカルアート。独自のアートプログラムによる創作活動を
通して脳を活性化しました。

【阪神ブロックのメーリングリスト登録のお願い】
　阪神ブロックの方で、当ブロックのメーリングリスト登録をしていないかたは、担当者宛にメー
ルを送信し、アドレス登録をお願いいたします。

【阪神ブロック問い合わせ・メーリングリスト申し込み先】
sw_hanshin@yahoo.co.jp

阪神ブロック（ブロック長　中原　克子）
ロックインフォメーション　ブ
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委員会責任者名■
Committee person in charge

災害支援委員会

高齢者・障害者虐待対応委員会 田島　啓子

真利　敦子

大庭　絵里

胡中　智礼

樹下　和幸

冨田　洋介

石田香緒里

𩵋住　　剛

山内　賢治

岡本　和久

谷口　智昭

國本　康夫

原田　和明

大塚真由美

村上　弘幸

岸　　剛健

福井　良江

サービス提供エリア　兵庫県南西部

広  告

委員会活動に興味・関心のある方は、委員会見学申込書をご利用ください。
委員会見学申込書の書式は、本会会員専用ページからダウンロードすることができます。
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sp8c6h89@aurora.ocn.ne.jp
（弁護士、司法書士、社会保険労務士、税理士等と連携して業務を行うこともあります）

。

。
。

これからも初心を忘れず

広  告

広  告
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By Hyogo Association of Certified Social Workers 
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メール送信 
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参加費振込で 
申込完了です 
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会　員　数
　正会員1768名（2020年 8 月末現在）
　みなさんの周りにいる社会福祉士の方に入
会をお誘いください。
　転居、または転職や異動などにより職場が
変わった場合は、住所変更届を必ず事務局へ
提出して下さい。
※ こうのとり通信は、メール便にて発送して
います。郵便局への転居届では転送されま
せんので、本会事務局までご連絡ください。

理事会報告
第 4回理事会
開催日時：2020年 7 月18日　10：00～12：00
開催会場：各自宅等（ZOOM会議）
出席理事：  谷口、中山、伊東、魚住、薄木、

榎本、近藤、西垣、山下、溝田、
中原、福本、岸、中川、西池、岡

出席監事：塩尻
＜審議事項＞
○九州等豪雨災害被災地への支援等について
○ 「社会福祉士が安心して社会的課題に対応
できる保証と『特別手当』の支給」を求め
る活動への協力依頼について

○ 兵庫県知事の介護職への慰労金の対象を絞
る方針について

○ 研修等における新型コロナウイルス感染拡
大防止ガイドラインについて

○第 2期中期計画への意見書について
＜報告事項＞
○近畿ブロック代表者会議
近畿ブロック研究・研修滋賀大会は中止が
確定した。翌年は幹事県と大会はセットで
あることから、2021年度は和歌山で近畿ブ
ロック大会を行う。

○2020年度　新役員の役割分担について
○まちかど相談会について

今後の予定
　2020年度　理事会・総会のご案内
【理事会開催日程】
第 5回　理事会　10月31日（土）
第 6回　理事会　12月19日（土）
第 7回　理事会　 1月16日（土）
第 8回　理事会　 2月20日（土）
第 9回　理事会　 3月27日（土）

【総会開催日程】
第23回　総会　 3月27日（土）
　　　　（2021年度予算）兵庫県福祉センター
　協議事項等がありましたら、各理事又は事
務局へご連絡ください。

【事務局】
　一般社団法人　兵庫県社会福祉士会
　〒651-0062
　　　神戸市中央区坂口通 2 - 1 - 1
　　　兵庫県福祉センター 5 階
　　　電話：078-265-1330
　　　FAX：078-265-1340
【事務局員】
　事務局長　　西野　佳名子
　事務局員　　中村　智穂美
　事務局員　　北野　和香子
　事務局員　　胡中　智礼
　事務局員　　加戸　陽子
　事務局員　　一番合戦　桂子
　事務局員　　笹岡　久美
　事務局員　　萩原　美千紘
【事務局メールアドレス】
　　　syadanhyogo@hacsw.or.jp
【ぱあとなあ兵庫事務局】
　電話：078-222-8107
　　　partner-jimu@hacsw.or.jp
【研修申込専用メールアドレス】
　　　entry@hacsw.or.jp

事務局情報

　　　　事務局連絡先　　　　

発　行 ： 一般社団法人 兵庫県社会福祉士会　広報委員会
住　所 ： 〒 651-0062　神戸市中央区坂口通2-1-1　兵庫県福祉センター ５階
電　話 ： 078（265）1330
Ｆａｘ ： 078（265）1340
印　刷 ： 小野高速印刷株式会社

一般社団法人 兵庫県社会福祉士会
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